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１．副会長挨拶 

 

 

        若生会副会長 荻原千津子 （2－1－10） 

  

 同窓生の皆様いかがお過ごしでしょうか。ここ数年、新型コロナウイルスの大流行によ

って生活が大きく変わってしまいました。当たり前の生活ができなくなり、初めてそれが

いかに大切なものかを知る事になったのです。 

 仏教の言葉で無常という言葉があります。世の中の事は常に動いており、ひとところに

留まっている事はないという意味だそうです。コロナの流行もずっと続いている訳ではな

く治まるでしょうし、それはまた流行するという事でもあります。 

 看護職の皆様方には気の抜けない日々と思いますが、培った力を各々の場で発揮され頑

張っていただきたいと思います。 

 年代や現職、退職後など諸々に拘わらず県立衛生看護学院で学んだ事で結びついている

事を改めて強く感じているところです。 

 

 

 

 

2．学院長挨拶 

 

 

秋田県立衛生看護学院 学院長 千葉圭司 

 

 若生会の皆様には、入学式、卒業式等における祝賀花や記念品、環境美化のためのプラ

ンター鉢花を頂いており感謝申し上げます。 

 さて、今年４月の定期人事異動で、松井前学院長の後任としてまいりました千葉と申し

ます。何とぞ、よろしくお願いいたします。 

 県職員になって３７年目となりますが、健康福祉部の業務に携わるのは前職からで、今

年がわずか３年目であり、学院長としての重責を果たせるのか不安を抱きながらの着任と

なりました。当初は戸惑うことばかりでしたが、副学院長を始め教職員の方々に支えられ

、どうにか職務をこなしているところであります。今後とも全力投球で頑張りますので、

御指導、御鞭撻をよろしくお願いいたします。 

 新型コロナウイルスは収束の見通しが立たないまま発生から３年目を迎えており、本学

院も大きく影響を受けています。昨年度に引き続き、各種行事は縮小や中止となっている

ほか、授業や実習も変更を余儀なくされていますが、こうした中、５月には３年ぶりに運

動会を実施することができました。感染対策を徹底した上で限られた種目となりましたが

、生き生きと楽しそうにプレーしている学生の姿を見て、本当に良かったと感じました。 

 生活様式も大きく変わり、コロナへの感染はもとより、健（検）診未受診や交流の機会

の減少等による心身の健康への影響が心配されますが、看護職の方々の献身的な対応によ

り何とか持ちこたえているのが現状であり、一日も早くコロナが収束し、気を使わずに生

活できるようになることを願うばかりです。 



 この春の卒業生は、国家試験に全員合格となりましたが、学生の頑張りはもちろんのこ

と、それを厳しくも暖かく指導してきた教職員、さらには皆様方諸先輩の御支援、御協力

があってのことであり、感謝しております。 

 若生会の会員の皆様には、引き続き、多大なるお力添えをお願いするとともに、ますま

すの御健勝と御活躍をお祈り申し上げます。 

 



令和4年度 若生会収支予算書

自

至
令和 4年 4月 1日

令和 5年 3月 31日

入

科 目 前年度予算額 本年度予算額 差引増減額 適用

会費 312,000 320,000 8,000
40期生会費8000円 X40名 =
320,000円

寄付金 0 0 0

繰越金 632,985 668,461 35,476 前年度繰越金

雑収入 0 0 0 銀行利息

合計 944,985 988,461 43,476

出の

科 目 前年度予算額 本年度予算額 差引増減額 適用

管理費 ① 240,000 240,000 0

内

訳

会議費 100,000 100,000 0 役員
会・理事会

事務費 100,000 100,000 0 消耗品、通信費、交通費

慶弔費 30,000 30,000 0 弔電代

備品費 10,000 10,000 0

事業費 ② 510,000 330,000 ▲ 180,000

内

訳

ホームページ
管理着

300,000 100,000 ▲ 200,000
レンタルサーバードメイン取得・
管 理 書

祝賀花贈呈 50,000 50,000 0 入学式、戴灯式、卒業式

卒業生記念品 80,000 100,000 20,000
R4年 卒業生43名分の記念品
(ボールペン代)

母校への協力
(環境美化 )

80,000 80,000 0 花の苗、手入れ作業代

準備金 ③ 0 0 0

予備費 ④ 194,985 418,461 223,476

合計に>O③ +④ ) 944,985 988,461 43,476



令和3年度 若生会収支決算書
自 令和 3年 4月 1日
至 令和 4年 3月 31日

収入の

科 目 予算額 決算額 差引増減額 適用

会費 312,000 3361000 24,000
39期生壬ミ獲載8000円 X42名 =
336,000Fヨ

寄付金 0 1,000 1,000

繰越金 632,985 632,985 0 前年度繰越金

雑収入 0 4 4 銀行利息

合計 944,985 969,989 25,004

科 目 予算額 決算額 差引増減額 適用

管理費 240,000 57,468 182,532

内訳

会議費 100,000 0 100,000 役員会菫編集委員会開催費用

事務費 100,000 57,468 42,532 消耗品費、通信費、交通費

慶弔費 30,000 0 30,000 弔電代

備品費 10,000 0 10,000

事業費 510,000 244,060 265,940

内訳

ホームページ
管碑書

300,000 39,600 260,400
レンタルサーバードメイン取得ヨ管理
者

祝賀花贈呈 50,000 45,000 5,000 入学式、戴灯式、卒業式

卒業生記念品 80,000 83,460 -3,460 R3年度卒業生ヘボールペン

母校への協力
(環境美化 )

80,000 76,000 4,000 花の苗、手入れ作業代

総会準備金 0 0

予備費 194,985 0 194,985

合計 944,985 301,528 643,457

総収入額 969,989 円 一 総支出額 301,528円 =差 引残高 668,461円
(次年度へ繰越 )

令和 /年 許月 ″ 日
会計監査の結果、金銭出納帳及び領収書、預金通帳等適正に処理されている
事を認めます。



奪和轟難度 事業鮭釉

‡.歌繭県血彎菫隆畿攀饒攀麓畿理事会臨饉

園時:今和4年よ踊ノよ闘(ム )‡ O時 3⑫づ爆お～

場所 :県立衛生看畿学饒会畿菫

※ 睡事からの文書爾答:こより行う

2.量綾環境美化

年2回 (4尾、7鶴》プランター錮機《べ爾轟ず》

3。 祝賀花購量

年3鐵 《大学式・戴灯轟。事雛式》

み。本一ムベージ難新 (第35号会簸》

膠,事業生への同意会入会議m。臨又凸購塁

る。彼員会晨ぴ編集委員機の銀饉



鬱翔ヅ畢釉 聰巡纏嬌

薔鬱歌闘県弛鶴生瞳鋏鸞烙核鰤跛瞼聰雖聰鰺

爾時:奪和 轟畢 醸饉 螂蜃《量》量◎鶉特

蠅所 :鐵生着は学颯翁鰺鯰

》暑(撥爾電斎藤ウイブレ』露鷺隧鼈症拡覺濾てR覇壕題)3薦デ々 ぶこ

文書で理事会釉価を進憾靱てな趙警聰畿れ笏⑮

鵞饉燎悽罐咤美亀

難避圃 プラン〕一鉢亀

貯む賤鯰機は最

轟3m《入紆%。鐵頬式・率糞癸》

轟量感―ムベ鞭ジ冬蝙 (第 34号会蝙》

※奪柄ゴ畢薔鰤震暑鋼難舞

蜆凩鍮饉磯鐘は、轟議ムペ義ジ寵磯抒華域で瘍卜

彰鰊した。

櫻苺馨巫饉へ輻圃窓会入翁魏嘔 e菫己咆貶晰量

ナ鞭ス鬱簿ッ後をサ定してみ饉彦えがな烙酸瘍鮨鶯

ξ竜戚 呼 凸畿嬢鬱◎転機
織
爾 醸贔機械糞鮨‡鸞 に 入 れ 必

棒
藤 べ ≫

警饉饉簸なした。

機。役買饉晨ぴ纏鑢鰊冬会のNは
※逹%畿檜闇、褥鼈委員畿3⑮鼈催し畿麒笏⑬



学院の行事・活動の様子 

★令和４年度☆ 

運動会：3 年ぶりの運動会は、横手体育館にて 

ドッチボールなどレクレーションを楽しみました。 

   

 

戴灯式： 

   



    

 

   

 

 



 

～編集後記～ 
 

コロナの終息がまだ見えない中、学校の行事が少しずつ行われてきており、学生が生き

生きと参加されているようで、嬉しく思います。 

1 日でも早く収束し、本来の学生生活が送れることを願っております。 
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